
これから区画整理事業が予定されている徳佐田地区（一部）

◇
町
財
政
の
健
全
化

国
保
の
赤
字
解
消
の
取
り
組
み

を
伺
う
。本

町
に
残
る
累
積
赤
字

は
９
億
５
千
万
円
で
、
引
き
続
き
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
な
る
。
対
策

と
し
て
医
療
費
の
適
正
化
等
に
よ
る
歳

出
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
　 一

般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。
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宮里 芳男  議員
みやざと よしお

◇
県
道
浦
添
西
原
線
に
つ
い

　て
町
の
対
応
を
問
う

同
課
題
に
８
回
に
わ
た
っ
て
一

般
質
問
し
た
。
ほ
と
ん
ど
進
展

は
見
ら
れ
な
い
。
平
成
30
年
２
月
に
中

部
土
木
事
務
所
、
町
土
木
課
、
坂
田
自

治
会
三
者
に
よ
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ

た
が
、
納
得
す
る
回
答
が
な
く
、
持
ち

帰
っ
て
再
度
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
何
の
連
絡
も
な
い
。

（
ア
）中
部
土
木
事
務
所
と
町
の
話
し
合

い
は
。（
イ
）直
進
道
路
に
つ
い
て
。
又
、

ボ
ッ
ク
ス
型
工
法
の
延
伸
に
つ
い
て
町

の
考
え
方
は
。（
ウ
）今
後
の
町
と
し
て

の
対
応
は
。（
エ
）進
捗
状
況
は
。

（
ア
）２
月
28
日
以
降
、

県
と
の
調
整
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
再

度
の
説
明
会
に
向
け
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
資
料
作
成
中
と
聞
い
て
い
る
。

（
イ
）直
進
道
路
に
つ
い
て
は
現
在
の
宅

地
と
の
高
低
差
を
考
慮
す
る
と
厳
し

い
。
ボ
ッ
ク
ス
型
は
12
メ
ー
ト
ル
の
案

は
検
討
結
果
案
だ
と
思
う
。（
エ
）29
年

度
末
、
坂
田
交
差
点
か
ら
サ
ン
エ
ー
西

原
シ
テ
ィ
ま
で
の
事
業
ベ
ー
ス
で

27
％
、
工
事
０
％
。
用
地
補
償
費

35
％
。

（
ウ
）地
域
自
治
活
動
を
推

進
し
や
す
い
よ
う
に
県
と
の
調
整
を
町

と
し
て
も
坂
田
ハ
イ
ツ
自
治
会
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
な
が
ら
今
後
進
め
て
い

く
。◇

県
道
那
覇
北
中
城
線

（
ア
）交
差
点
に
つ
い
て
は
坂
田

ハ
イ
ツ
側
、
坂
田
高
層
の
２
か

所
を
現
状
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
の
か
。

（
イ
）進
捗
状
況
は
。同

道
路
に
つ
い
て

は
、（
ア
）現
在
、
交
差
点
計
画
を
県
警

と
県
で
協
議
中
で
あ
る
。（
イ
）29
年
度

末
で
幸
地
か
ら
坂
田
交
差
点
の
区
間
、

事
業
ベ
ー
ス
で
50
％
、
工
事
５
％
、
用

地
補
償
費
60
％
。

◇
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

　観
光
拠
点
施
設

（
１
）指
定
管
理
者
は
決
定
さ
れ

た
の
か
。（
２
）事
業
の
進
捗
状

況
は
。

（
１
）現
在
は
公
募
参
加

表
明
者
が
応
募
申
請
書
類
作
成
中
。

（
２
）
前
年
度
ま
で
は
実
施
設
計
の
策

定
、
用
地
取
得
及
び
物
件
補
償
を
完

了
。
建
築
確
認
申
請
済
書
の
交
付
を
受

け
、
今
年
度
は
５
月
に
建
築
工
事
三
者

に
お
け
る
再
算
定
業
務
を
行
い
、
工
事

着
工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問問

建
設
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。
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◇
徳
佐
田
地
区
の
区
画
整
理

　事
業
の
進
捗
状
況
は
　

Ａ
地
区
の
10
．
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
の
策

定
は
終
わ
っ
て
い
る
。
Ｂ
地
区
の
約

３
．
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
状
況
に
つ
い
て

聞
く
。
　

減
歩
率
、
仮
換
地
先
の

内
容
、
認
可
さ
れ
た
場
合
の
事
業
期
間

等
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

関
係
機
関
と
の
調
整
、
ま
た
、

県
の
指
導
助
言
等
は
。

南
側
の
３
．
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
含
め
た
計
画
を
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
当
該
箇
所
は
集
落
で
建
物
が

多
く
、
仮
換
地
で
減
歩
率
及
び
事
業
期

間
が
遅
延
す
る
の
で
は
、
と
地
権
者
は

懸
念
し
て
い
る
。
都
市
計
画
決
定
時
は

上
位
計
画
等
か
ら
説
明
す
る
の
で
、
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
土
地
利
用
の
計

画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
、

助
言
を
受
け
て
い
る
。

Ｂ
地
区
の
３
．
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
市
街
化
調
整
区
域
は
既
存
の

住
宅
も
あ
り
、
減
歩
率
が
平
均
で
40
％

を
超
え
る
と
聞
こ
え
る
が
、
同
意
を
得

る
こ
と
は
で
き
る
か
。

事
業
に
対
す
る
見
通

し
が
つ
く
ま
で
町
が
指
導
し
、
組
合
施

行
に
向
け
、
地
元
の
発
起
人
の
選
任
を

検
討
し
て
、
地
権
者
の
仮
同
意
の
準
備

に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

Ａ
地
区
、
Ｂ
地
区
減
歩
率
は
同

じ
か
。

土
地
区
画
整
理
事
業

を
行
う
場
合
は
区
域
内
で
の
独
立
採
算

性
の
形
に
な
る
。
施
工
に
関
し
て
国
等

の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
分
は
補
助
を
入

れ
、
足
り
な
い
分
は
、
皆
さ
ん
か
ら
土

地
を
集
め
て
そ
れ
を
売
却
し
て
工
事
に

充
て
る
と
い
う
制
度
。
現
段
階
で
出
る

の
は
、
平
均
の
減
歩
率
。
ど
の
程
度
施

行
前
と
施
工
後
に
価
値
が
上
が
る
か
に

よ
っ
て
減
歩
率
は
個
々
に
違
っ
て
く

る
。
仮
に
農
地
で
あ
っ
た
場
合
は
、
こ

れ
が
住
宅
地
処
分
地
と
い
う
、
土
地
利

用
が
図
ら
れ
る
と
い
う
形
。
Ｂ
地
区
に

つ
い
て
は
今
、
市
街
化
調
整
区
域
な
の

で
、
一
部
建
物
が
建
っ
て
い
な
い
土
地

も
あ
る
。
そ
の
辺
の
土
地
利
用
が
図
ら

れ
る
と
い
う
事
が
、
一
番
大
き
な
利
点

と
い
う
形
に
な
る
。

問
今
後
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
を

検
討
さ
れ
る
の
か
、
伺
う
。
　

県
は
平
成
36
年
度

ま
で
に
保
険
料
水
準
の
統
一
を
目
標
と

し
て
お
り
、
本
町
に
示
さ
れ
た
国
保
税

額
は
約
７
億
８
千
万
円
で
、
１
億
２
千

万
円
の
乖
離
が
あ
る
。
今
後
、
国
民
健

康
保
険
税
率
の
検
証
を
行
い
、
平
成
36

年
度
ま
で
に
、
税
率
に
近
づ
け
る
よ
う

改
正
の
見
直
し
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
度
か
ら
、
郷

友
会
の
名
簿
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
協
力
依
頼
文
を
送
付
し
て
い

る
。
ま
た
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
契

約
（
ふ
る
ぽ
）
、
大
手
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
）
の
活
用
で
、
今
後
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

住
宅
用
地
（
西
原
西
地
区
、
幸

地
地
区
）
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
背
後
地

（
小
那
覇
、
兼
久
地
区
）
を
拡
大
し
、

人
口
増
加
策
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

本
町
の
人
口
目
標
は
、

国
土
利
用
計
画
が
平
成
33
年
に
３
万
６

千
人
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

平
成
42
年
に
３
万
７
千
人
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
が
平
成
72
年
に
３
万
９
千
人
を

目
指
す
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
西
原
西

地
区
・
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
て
だ
こ

浦
西
駅
周
辺
地
区
・
幸
地
地
区
・
マ
リ

ン
タ
ウ
ン
後
背
地
等
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

商
工
業
用
地
の
拡
大
と
企
業
誘

致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
将
来
土
地
利
用
構
想
に
お
い

て
、
商
工
業
系
の
拡
大
用
地
を
位
置
付

け
る
こ
と
で
、
実
現
性
を
確
保
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
立

地
に
伴
い
、
商
工
業
用
地
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
、
積
極
的
に
企
業
誘
致
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
　

問

上里 善清  議員
うえざと よしきよ

問問問

問問

問

建
設
部
長

問

儀間 信子  議員
ぎま　  のぶこ

町
長

福
祉
保
険
課
長

企
画
財
政
課
長

問

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長


